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幌
延
町
議
会

定

例

会

お
も
な
内
容

第７回幌延町議会定例会･･････２〜３
一般質問････････････････････３〜５
第12回まちづくり常任委員会･･６〜７
第13回まちつくり常任委員会・
議会の動き･･････････････････････７

第7回

12月16日

　
幌
延
町
議
会
定
例
会
が
、

12
月
16
日
に
開
会
さ
れ
、
行

政
報
告
、
一
般
質
問
、
報
告

１
件
、
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
、
補
正
予

算
な
ど
の
議
案
12
件
、
議
員

の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
等
の
発
議

３
件
、
地
方
議
員
の
厚
生
年

金
制
度
へ
の
加
入
を
求
め
る

意
見
書
等
４
件
を
審
議
し
、

発
議
１
件
を
除
く
全
て
の
議

決
案
件
を
原
案
通
り
可
決
し
、

同
日
閉
会
し
た
。

　
主
な
も
の
は
、
次
の
と
お
り
。

◎
発
議

「
幌
延
町
議
会
議
員
の
報
酬
及

び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
」

　
無
量
谷
議
員
よ
り
提
案
さ
れ

た
、
平
成
２９
年
４
月
１
日
か
ら

議
員
報
酬
を
一
律
２
万
円
増
額

す
る
件
は
、
鷲
見
議
員
よ
り
動

議
が
提
出
さ
れ
、
議
員
全
員
を

も
っ
て
構
成
す
る
「
幌
延
町
議

会
議
員
報
酬
検
討
特
別
委
員

会
」
を
設
置
し
、
こ
れ
に
付
託

の
う
え
、
審
議
終
了
ま
で
閉
会

中
も
継
続
審
議
す
る
こ
と
を
、

賛
成
多
数
で
決
定
し
た
。

◎
意
見
書

「
地
方
議
会
議
員
の
厚
生
年
金

制
度
へ
の
加
入
を
求
め
る
意
見

書
」

　
議
員
の
な
り
手
不
足
が
深
刻

化
し
て
お
り
、
新
た
な
人
材
確

保
に
つ
な
げ
る
た
め
、
厚
生
年

金
制
度
加
入
の
た
め
の
法
整
備

を
早
急
に
実
現
す
る
よ
う
要
望

す
る
。

「
大
雨
災
害
に
関
す
る
意
見
書
」

　
８
月
の
台
風
に
よ
り
、
全
道

各
地
で
甚
大
な
被
害
が
発
生
し

た
。
迅
速
な
復
旧
と
今
後
の
防

災
対
策
に
向
け
、
国
の
支
援
等

を
要
望
す
る
。

「
Ｊ
Ｒ
北
海
道
へ
の
経
営
支
援

を
求
め
る
意
見
書
」

　
Ｊ
Ｒ
北
海
道
か
ら
の
単
独
維

持
困
難
路
線
の
発
表
を
受
け
、

公
共
交
通
機
関
と
し
て
の
重
要

性
、
積
雪
寒
冷
地
に
お
け
る
維

持
管
理
費
用
の
必
要
性
な
ど
、

Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
経
営
が
自
立
出

来
る
よ
う
、
財
政
支
援
策
を
国

に
要
望
す
る
。

「
現
行
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

の
継
続
と
介
護
従
事
者
の
処
遇

改
善
を
求
め
る
意
見
書
」

　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
高
齢

者
が
暮
ら
し
、
介
護
従
事
者
が

働
き
続
け
ら
れ
る
よ
う
な
制
度

の
見
直
し
に
な
る
よ
う
、
国
に

要
望
す
る
。

行
政
報
告
―
町
長

○
平
成
２8
年
秋
の
叙
勲
で
、
秋

山
春
司
氏
が
瑞
宝
単
光
章
を
受

章
さ
れ
ま
し
た
。
ご
本
人
、
ご

家
族
は
も
と
よ
り
、
幌
延
町
に

と
り
ま
し
て
も
大
変
名
誉
で
あ

り
、
誠
に
喜
ば
し
い
限
り
で
あ

り
ま
す
。

○
衆
議
院
小
選
挙
区
選
出
議
員

の
選
挙
区
改
定
の
要
請
に
つ
い

て
は
、
１0
月
５
日
に
北
海
道
町

村
会
に
よ
る
要
請
活
動
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
衆
議
院
議

員
選
挙
区
画
審
議
会
か
ら
知
事

に
対
し
、
改
定
案
の
作
成
方
針

と
具
体
的
な
区
割
り
に
つ
い
て

の
意
見
を
求
め
ら
れ
、
１
日
も

早
い
選
挙
区
割
り
の
改
定
に
つ

い
て
意
見
を
提
出
い
た
し
ま
し

た
。
１１
月
１５
日
の
衆
議
院
総
務

委
員
会
で
は
、
北
海
道
選
出
の

高
木
衆
議
院
議
員
か
ら
幌
延
町

・
幌
加
内
町
の
区
割
り
に
つ
い

て
も
見
直
し
の
対
象
に
す
べ
き

と
の
意
見
が
出
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

○
Ｊ
Ｒ
北
海
道
か
ら
糠
南
、
南

幌
延
、
下
沼
の
３
駅
を
廃
止
す
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る
提
案
を
さ
れ
た
件
に
つ
い
て
、

町
の
方
針
を
報
告
申
し
上
げ
ま

す
。
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
経
費
削
減

策
、
費
用
確
保
策
の
全
貌
が
明

ら
か
に
な
り
、
沿
線
地
域
の
対

応
の
方
向
が
決
ま
っ
た
時
点
で

総
合
的
に
存
続
の
可
否
を
判
断

す
る
こ
と
と
し
、
ま
ず
は
１
年

間
、
幌
延
町
が
駅
の
維
持
管
理

費
を
負
担
す
る
こ
と
で
存
続
さ

せ
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

行
政
報
告
―
教
育
長

○
学
校
教
育
に
つ
い
て

　
英
語
暗
唱
大
会
宗
谷
地
区
予

選
会
に
出
場
し
た
幌
延
中
学
校

３
年
生
、
西
澤
花
菜
さ
ん
が
管

内
代
表
に
選
出
さ
れ
、
全
道
大

会
に
出
場
し
ま
し
た
。
青
少
年

保
護
育
成
弁
論
大
会
が
開
催
さ

れ
、
団
体
で
は
２
位
、
個
人
で

は
幌
延
中
学
校
３
年
生
、
若
杉

涼
香
さ
ん
が
３
位
、
畠
山
海
君

が
５
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　
平
成
２8
年
度
全
国
学
力
・
学

習
状
況
調
査
の
報
告
書
に
、
本

町
の
学
習
状
況
を
掲
載
す
る
こ

と
に
教
育
委
員
会
も
同
意
し
ま

し
た
。
北
海
道
教
育
委
員
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　
給
食
に
お
け
る
異
物
混
入
に

つ
い
て
。
１１
月
１６
日
に
幌
延
小

学
校
へ
配
膳
し
た
つ
く
ね
バ
ー

グ
１
個
か
ら
、
ビ
ニ
ー
ル
片
が

発
見
さ
れ
、
直
ち
に
つ
く
ね
バ

ー
グ
を
回
収
し
、
そ
の
後
本
社
、

関
係
機
関
に
報
告
し
、
現
在
納

入
業
者
を
通
じ
て
製
造
元
で
原

因
を
究
明
中
で
す
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
が

例
年
よ
り
早
く
、
１２
月
５
日
か

ら
８
日
ま
で
幌
延
小
学
校
の
６

年
生
が
学
級
閉
鎖
を
し
ま
し
た
。

感
染
予
防
に
努
め
て
い
ま
す
。

○
社
会
教
育
に
つ
い
て

　
幌
延
中
学
校
１
年
生
の
䑓
川

美
咲
さ
ん
が
、
全
国
道
場
少
年

剣
道
選
手
権
大
会
中
学
生
女
子

の
部
に
、
北
海
道
代
表
と
し
て

出
場
し
ま
し
た
。

　

ス
キ
ー
場
の
圧
雪
車
が
１２

月
１２
日
に
納
車
さ
れ
ま
し
た
。

旧
圧
雪
車
は
、
１
百
２９
万
６

千
円
で
売
却
い
た
し
ま
し
た
。

地域の課題をとらえて
４氏が一般質問

富　樫　直　敏
・�

サ
ル
モ
ネ
ラ
症
対
策
に
つ

い
て

・�

生
乳
生
産
拡
大
事
業
に
つ

い
て

サ
ル
モ
ネ
ラ
症
に
つ
い
て

質
問

町
内
で
サ
ル
モ
ネ
ラ
症

が
発
生
し
、
多
大
な
損
害
が
出

て
い
る
。
町
で
資
金
を
創
設
し
、

損
害
額
を
補
て
ん
す
る
制
度
を

作
る
考
え
は
な
い
か
。

町
長

発
生
農
家
の
経
済
規
模

や
、
治
療
方
法
、
損
失
の
補
て

ん
内
容
に
よ
っ
て
は
、
農
家
の

皆
さ
ん
で
補
う
こ
と
が
困
難
な

場
合
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、
農

協
を
中
心
に
支
援
内
容
の
制
度

設
計
を
行
い
、
役
場
担
当
グ
ル

ー
プ
と
相
談
し
て
欲
し
い
。

　
新
た
に
、
防
疫
機
材
の
購
入

支
援
も
検
討
し
て
い
る
。

生
乳
生
産
拡
大
事
業
に
つ
い
て

質
問

生
乳
生
産
拡
大
事
業
で

は
、
初
任
牛
の
購
入
に
際
し
、

１
頭
当
た
り
上
限
２0
万
円
、
１0

頭
ま
で
の
補
助
を
考
え
ら
れ
て

い
る
が
、
来
年
度
の
新
規
就
農

予
定
者
に
、
特
例
と
し
て
、
制

限
な
く
助
成
す
る
こ
と
が
出
来

な
い
か
。

町
長

新
規
就
農
者
に
助
成
す

る
必
要
性
は
理
解
し
て
い
る
が
、

別
な
取
り
組
み
で
、
制
度
設
計

を
行
う
か
ど
う
か
、
関
係
機
関

と
協
議
、
検
討
し
た
い
。

質
問

生
乳
生
産
拡
大
事
業
は

３
年
間
の
事
業
だ
が
、
今
後
の

新
規
就
農
者
の
た
め
に
恒
久
的

に
こ
の
事
業
を
出
来
な
い
か
。

町
長

本
事
業
を
新
規
就
農
者

向
け
に
恒
久
的
に
取
り
組
む
こ

と
が
必
要
か
ど
う
か
、
関
係
機

関
と
協
議
し
た
い
。

　
12
月
16
日
に
、
第
１
回
幌
延

町
議
会
議
員
報
酬
検
討
特
別
委

員
会
が
開
催
さ
れ
、
委
員
長
に

無
量
谷
議
員
、
副
委
員
長
に
吉

原
議
員
を
選
任
し
ま
し
た
。

第
１
回
幌
延
町
議
会
議
員

報
酬
検
討
特
別
委
員
会
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鷲　見　　悟
・�

原
発
施
設
の
固
定
資
産
税

に
つ
い
て

・�

就
学
援
助
制
度
に
つ
い
て

・�

国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い

て

無量谷　　隆
・�

上
幌
延
地
区
町
営
草
地
利

用
に
つ
い
て

・�

水
害
対
策
に
つ
い
て

・�

Ｌ
Ｅ
Ｄ
家
庭
用
電
灯
事
業

に
つ
い
て

原
発
施
設
の
固
定
資
産
税
に
つ

い
て

質
問

北
海
道
新
聞
の
報
道
に

よ
る
と
、
泊
原
発
の
固
定
資
産

税
は
前
年
度
比
１0
・
３
％
減
の

２２
億
７
千
万
円
。
地
方
交
付
税

の
入
ら
な
い
村
と
な
っ
て
お
り
、

固
定
資
産
税
の
額
で
は
本
町
と

比
較
に
な
ら
な
い
が
、
計
算
方

式
は
同
じ
だ
と
思
う
が
、
今
後

ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
。

町
長

毎
年
１
月
１
日
現
在
の

土
地
、
家
屋
、
償
却
資
産
の
所

有
者
に
対
し
て
課
税
す
る
仕
組

み
。
新
規
資
産
の
増
加
等
が
な

い
限
り
は
、
減
少
す
る
。

質
問

幌
延
町
の
深
地
層
研
究

セ
ン
タ
ー
は
、
２
０
０
０
年
に

１
億
３
千
万
円
、
平
成
１２
年
に

は
２
億
２
千
万
円
、
現
在
は
３

億
数
千
万
円
と
な
っ
て
い
る
が
、

建
物
の
減
価
償
却
の
内
訳
は
。

伊
藤
主
幹

家
屋
は
３
年
に
１

度
評
価
替
え
が
あ
る
。
前
回
は

平
成
２7
年
度
に
や
っ
て
い
る
の

で
、
次
回
30
年
度
の
時
に
家
屋

に
つ
い
て
は
経
年
減
価
分
が
加

味
さ
れ
る
。

質
問

地
下
施
設
を
ど
の
よ
う

に
計
算
し
て
い
る
の
か
。

伊
藤
主
幹

耐
用
年
数
30
年
で

計
算
し
て
い
る
。

質
問

国
立
研
究
開
発
法
人
に

原
子
力
機
構
は
変
わ
っ
た
が
、

税
法
上
の
扱
い
に
変
化
は
な
い

の
か
。

副
町
長

特
例
を
受
け
る
も
の

も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
今

の
と
こ
ろ
な
い
。

就
学
援
助
制
度
に
つ
い
て

質
問

就
学
援
助
制
度
と
い
う

も
の
が
あ
る
が
、
幌
延
町
で
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

町
長

毎
年
２
月
に
入
学
説
明

会
が
あ
り
、
そ
の
時
に
説
明
し

て
い
る
。
要
保
護
世
帯
は
い
な

い
が
、
準
要
保
護
世
帯
の
１９
名

を
対
象
に
、
援
助
費
を
支
給
し

て
い
る
。

国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て

質
問

国
保
会
計
が
全
道
一
本

化
を
目
指
し
て
進
め
ら
れ
て
い

る
。
旧
留
萌
管
内
で
み
る
と
、

増
毛
と
幌
延
だ
け
が
今
年
度
と

比
較
す
る
と
上
が
る
計
算
に
な

る
が
、
な
ぜ
か
。

町
長

今
回
あ
げ
た
数
字
は
、

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の

仮
算
定
。

質
問

幌
延
町
は
国
保
の
４
方

式
を
と
っ
て
い
る
が
、
十
勝
な

ど
で
は
３
方
式
。
国
保
の
徴
収

率
は
全
道
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

で
、
１
人
当
た
り
の
医
療
費
は

全
道
で
１
番
少
な
い
の
に
、
な

ぜ
高
く
な
っ
て
い
く
の
か
。

町
長

隣
町
な
ど
と
比
較
す
る

と
、
い
ろ
ん
な
差
異
が
出
る
。

北
海
道
を
一
律
に
す
る
こ
と
が

第
一
。
ま
た
、
３
方
式
を
と
っ

た
か
ら
と
い
っ
て
、
下
が
る
と

は
言
い
切
れ
な
い
。
幌
延
町
の

所
得
も
、
決
し
て
低
い
ほ
う
で

は
な
い
。

質
問

幌
延
町
と
し
て
、
当
面

の
選
択
は
３
方
式
が
い
い
と
思

う
が
。

町
長

私
も
断
言
は
で
き
な
い

が
、
３
方
式
で
と
い
う
気
持
ち

は
も
っ
て
い
る
が
、
今
後
の
説

明
等
を
聞
い
て
、
皆
さ
ん
と
協

議
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
。

質
問

東
川
町
の
よ
う
に
、
7５

歳
ま
で
を
医
療
費
無
償
化
し
て

は
ど
う
か
。

町
長

今
後
と
も
、
議
会
等
や

い
ろ
い
ろ
な
人
と
協
議
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

上
幌
延
地
区
町
営
草
地
利
用
に

つ
い
て

質
問

町
営
草
地
の
利
用
が
少

な
い
実
態
が
あ
る
。
町
外
か
ら

の
入
牧
に
対
し
、
受
け
入
れ
る

な
ど
の
利
用
の
考
え
は
な
い
か
。

町
内
の
乳
牛
頭
数
が
減
少
し
て

お
り
、
よ
り
良
い
利
活
用
の
方

向
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

町
長

畜
産
振
興
の
基
盤
、
農

業
経
営
の
安
定
に
寄
与
す
る
目

的
で
、
条
例
に
基
づ
き
町
内
の

農
家
の
皆
さ
ん
に
利
用
い
た
だ

い
て
い
る
。
町
外
か
ら
の
受
け

入
れ
と
い
う
こ
と
だ
が
、
町
営

草
地
運
営
委
員
会
や
、
農
協
を

は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関
と
利

活
用
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

水
害
対
策
に
つ
い
て

質
問

過
去
に
水
害
に
見
舞
わ

れ
た
問
寒
別
地
区
の
ア
イ
カ
ッ

プ
川
、
大
塚
の
沢
川
の
改
修
工

事
計
画
を
た
て
、
具
体
的
に
改

修
し
て
い
く
考
え
は
な
い
か
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
に
、
毎
年
の

よ
う
に
春
に
は
水
が
つ
き
、
水

害
に
な
る
と
の
こ
と
だ
。
災
害

は
忘
れ
た
頃
に
来
る
と
い
う
が
、

集
中
豪
雨
な
ど
の
災
害
に
対
応

で
き
る
施
策
を
。

町
長

町
と
し
て
、
河
川
改
修

工
事
に
つ
い
て
は
考
え
て
い
な

い
。
地
域
の
方
の
ご
意
見
を
聞

き
、
経
過
観
察
を
し
な
が
ら
補

修
等
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

質
問

下
沼
地
区
の
３
号
幹
線

明
渠
排
水
付
近
に
お
い
て
、
春
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夏
に
畑
に
水
が
つ
く
状
況
に
あ

る
。
明
渠
排
水
の
改
修
、
ま
た

下
手
に
あ
た
る
オ
ン
ネ
ベ
ツ
川

は
道
管
轄
で
あ
り
、
改
修
改
善

の
要
請
を
し
て
ほ
し
い
。

町
長
　
平
成
30
年
度
か
ら
の

国
営
総
合
農
地
防
災
事
業
幌
延

地
区
で
改
修
す
る
予
定
。
当
面

の
対
策
と
し
て
、
平
成
２９
年
度

に
町
単
独
事
業
で
土
砂
上
げ
を

実
施
す
る
計
画
。
オ
ン
ネ
ベ
ツ

川
に
つ
い
て
は
、
川
床
に
木
々

が
繁
茂
し
て
お
り
、
管
理
者
で

あ
る
道
に
支
障
木
の
除
去
を
要

請
し
て
い
る
。

Ｌ
Ｅ
Ｄ
家
庭
用
電
灯
事
業
に
つ

い
て

質
問

Ｌ
Ｅ
Ｄ
事
業
の
実
績
、

効
果
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
か
。

町
長

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
購
入
費
補

助
事
業
は
平
成
２５
年
度
か
ら
２8

年
１１
月
現
在
ま
で
、
補
助
金
交

付
件
数
１
百
９２
件
、
補
助
金
額

３
百
４
万
６
千
５
百
円
。
町
内

店
舗
か
ら
の
購
入
費
ベ
ー
ス
で

は
７
百
２8
万
８
千
６
百
６8
円
の

町
内
消
費
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

質
問

商
店
、
農
家
畜
舎
へ
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
導
入
事
業
を
作
る
考
え

は
な
い
か
。
事
業
所
、
倉
庫
、

ア
パ
ー
ト
等
が
あ
る
が
、
設
置

の
拡
大
を
お
願
い
す
る
。

町
長

商
工
業
お
よ
び
農
業
へ

の
設
備
投
資
の
支
援
策
は
、
総

合
戦
略
等
に
基
づ
き
包
括
的
に

検
討
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
。
方
向
と
し
て
は
、
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
も
改
修
事
業
の
１
つ
と

し
て
見
て
い
く
べ
き
も
の
と
思

っ
て
い
る
。

斎　賀　弘　孝
・�

初
妊
牛
の
補
助
に
つ
い
て

・�
冬
の
道
路
除
雪
に
つ
い
て

初
任
牛
の
補
助
に
つ
い
て

質
問

な
ぜ
初
妊
牛
に
限
定
な

の
か
。

町
長

市
場
で
は
分
娩
前
２
ヶ

月
の
初
任
牛
を
取
引
し
て
い
る

の
で
、
通
常
２４
か
月
ま
で
の
哺

育
、
育
成
期
間
の
経
費
、
手
間

を
省
け
る
。

質
問

初
妊
牛
は
市
場
価
格
平

均
で
も
９0
万
円
台
を
超
し
て
し

ま
っ
た
。
経
産
牛
だ
と
い
く
ら

か
は
安
い
の
で
、
こ
れ
も
補
助

に
含
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

町
長

今
後
何
年
か
管
理
し
て

い
た
だ
く
財
産
な
の
で
、
リ
ス

ク
の
少
な
い
初
妊
牛
が
有
利
。

質
問

補
助
対
象
に
認
定
農
業

者
と
あ
る
の
は
。

町
長

町
が
策
定
し
た
農
業
経

営
基
盤
強
化
促
進
基
本
構
想
内

で
示
し
て
い
る
経
営
指
標
と
、

経
営
改
善
計
画
を
照
ら
し
合
わ

せ
、
適
切
な
計
画
と
認
定
さ
れ

た
農
業
者
で
、
１２
月
現
在
、
個

人
で
7４
名
、
法
人
４
件
が
認
定

さ
れ
て
い
る
。

質
問

町
民
に
こ
の
補
助
制
度

を
よ
り
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
、

乳
検
組
合
加
入
も
条
件
に
し
て

は
ど
う
か
。

町
長

経
営
改
善
や
牛
群
の
状

態
把
握
に
必
要
だ
と
思
う
が
、

今
は
こ
の
事
業
に
よ
っ
て
、
１

頭
で
も
２
頭
で
も
多
く
の
初
妊

牛
を
購
入
し
、
搾
乳
し
て
も
ら

い
た
い
と
考
え
て
お
り
、
乳
検

組
合
へ
の
加
入
を
要
件
に
加
え

る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

質
問

導
入
牛
は
、
経
営
者
の

判
断
で
淘
汰
対
象
と
し
て
も
よ

い
の
か
。

町
長

補
助
金
で
購
入
し
た
初

妊
牛
は
財
産
と
な
る
の
で
、
適

切
な
管
理
を
お
願
い
し
た
い
。

万
が
一
そ
の
よ
う
な
こ
と
に
な

っ
た
場
合
、
事
故
報
告
を
い
た

だ
く
な
ど
と
し
た
交
付
要
綱
を

策
定
中
。

質
問

農
協
か
ら
は
、
こ
の
事

業
に
つ
い
て
コ
メ
ン
ト
は
寄
せ

ら
れ
て
い
る
の
か
。

町
長

事
務
レ
ベ
ル
で
農
協
と

協
議
し
、
農
協
か
ら
は
大
変
あ

り
が
た
い
事
業
だ
と
伺
っ
て
る

と
の
こ
と
。
組
合
長
か
ら
も
、

町
と
歩
調
を
合
わ
せ
て
協
力
す

る
と
い
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

質
問

今
回
の
事
業
は
、
経
営

者
と
後
継
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
で
、
望
ま
れ
た
も
の
か
。

町
長

こ
う
い
っ
た
趣
旨
の
意

見
は
な
く
、
少
し
で
も
生
産
意

欲
と
農
協
の
総
生
産
力
を
上
げ

る
事
業
を
、
総
合
戦
略
の
計
画

に
則
っ
て
進
め
た
い
と
い
う
案
。

冬
の
道
路
除
雪
に
つ
い
て

質
問

町
内
の
除
雪
は
、
何
セ

ン
チ
ぐ
ら
い
で
作
業
に
と
り
か

か
る
の
か
。

町
長

作
業
前
の
巡
回
に
よ
り
、

降
雪
量
１0
セ
ン
チ
以
上
で
実
施
。

質
問

道
道
は
除
雪
す
る
が
、

町
道
は
除
雪
し
な
い
と
い
う
場

合
も
あ
る
の
か
。

町
長

道
の
基
準
も
１0
セ
ン
チ

だ
が
、
各
々
の
路
線
で
積
雪
量

に
違
い
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

質
問

そ
の
よ
う
な
場
合
、
住

民
の
皆
さ
ん
は
大
変
ご
苦
労
を

さ
れ
て
い
る
。
以
前
、
現
場
の

判
断
に
任
せ
る
と
い
う
ご
答
弁

が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
ど
う
か
。

町
長

今
後
の
課
題
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。

Ｈ28年9月の問寒別パークゴルフ場視察風景
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○
調
査
事
項

▽ 

常
勤
医
師
確
保
対
策
に
つ
い

て
の
町
の
対
応
に
つ
い
て

　
幌
延
町
と
社
会
医
療
法
人
孝

仁
会
と
で
、
常
勤
医
の
出
向
に

関
す
る
協
定
を
結
ん
だ
。

　
孝
仁
会
は
、
幌
延
町
に
対
し

て
１
名
の
医
師
を
出
向
さ
せ
、

出
向
期
間
は
平
成
２8
年
１0
月
１

日
か
ら
平
成
２９
年
３
月
3１
日
ま

で
。
出
向
期
間
満
了
日
の
３
か

月
前
ま
で
に
、
書
面
に
よ
る
別

段
の
意
思
表
示
が
な
い
場
合
は
、

協
定
が
自
動
的
に
１
年
間
延
長

さ
れ
る
。
孝
仁
会
職
員
の
派
遣

に
か
か
る
旅
費
等
の
費
用
は
幌

延
町
が
負
担
。
毎
年
、
孝
仁
会

に
医
師
出
向
に
対
す
る
謝
礼
を

支
払
う
。

　
孝
仁
会
職
員
の
幌
延
町
立
診

療
所
へ
の
派
遣
と
は
。

　
特
定
し
て
い
る
こ
と
で
は
な

く
、
情
報
交
換
だ
っ
た
り
、
事

務
方
や
理
事
長
が
来
る
こ
と
も

あ
る
か
と
想
定
し
て
い
る
。

▽ 

Ｊ
Ｒ
北
海
道
が
行
う
事
業
範

囲
の
見
直
し
に
つ
い
て

　
８
月
２５
日
に
、
本
町
の
３
駅

質答

11
月
22
日

第
12
回  

ま
ち
づ
く
り
常
任
委
員
会
報
告

の
廃
止
に
つ
い
て
提
案
が
あ
り
、

９
月
２
日
の
常
任
委
員
会
で
説

明
。
町
政
懇
談
会
で
も
内
容
を

説
明
し
、
そ
の
他
、
町
民
の
皆

さ
ん
か
ら
意
見
や
ア
イ
デ
ア
を

い
た
だ
い
た
。
そ
れ
ら
を
受
け
、

町
の
方
針
と
し
て
廃
止
提
案
の

あ
っ
た
糠
南
、
南
幌
延
、
下
沼

の
３
駅
に
つ
い
て
、
本
町
が
進

め
て
い
る
地
方
創
生
事
業
の
中

で
秘
境
駅
事
業
を
進
め
て
い
る

こ
と
も
あ
り
、
ま
ず
１
年
間
、

駅
を
維
持
し
て
行
き
た
い
。

　
３
つ
の
駅
を
維
持
す
る
費
用

は
い
く
ら
か
。

　
１
百
６0
万
円
く
ら
い
。

　
中
川
町
と
美
深
町
も
対
象
に

上
が
っ
て
い
た
と
思
う
が
、
近

隣
町
村
の
対
応
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

　
中
川
町
は
歌
内
駅
、
美
深
町

で
は
南
美
深
駅
が
対
象
と
な
っ

て
い
る
よ
う
だ
。
ま
だ
ど
う
す

る
か
に
つ
い
て
は
未
確
定
。

　
道
の
対
応
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

　
道
も
、
北
海
道
全
体
の
問
題

と
し
て
、
地
域
公
共
交
通
会
議

質答質答質答

の
中
で
議
論
し
て
き
た
。

　
新
聞
等
に
よ
る
と
、
廃
止
路

線
や
上
下
分
離
方
式
と
い
う
こ

と
が
示
さ
れ
、
名
寄
か
ら
稚
内

ま
で
の
路
線
も
入
っ
て
い
る
。

今
後
ま
す
ま
す
厳
し
い
状
況
に

な
る
。
町
長
と
し
て
、
ど
う
い

う
今
後
の
構
想
を
考
え
て
い
る

の
か
。

　
各
町
村
長
と
も
、
宗
谷
本
線

を
残
す
た
め
頭
を
悩
ま
せ
て
い

る
。
駅
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、

保
線
管
理
に
も
な
っ
て
い
る
の

で
、
駅
の
存
続
、
有
人
化
を
守

り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

▽ 

妊
婦
健
康
診
査
交
通
費
等
助

成
制
度
の
改
正
に
つ
い
て

　
医
療
機
関
ま
で
の
交
通
費
助

成
の
見
直
し
に
つ
い
て
説
明
が

あ
っ
た
。

・
出
産
直
前
準
備
の
た
め
の
宿

泊
費
を
新
規
助
成
。

・
産
後
健
診
に
か
か
る
交
通
費

を
１
回
限
り
新
規
助
成
。

・
助
成
率
を
３
分
の
２
に
改
正
。

　
全
額
補
助
を
し
て
い
る
所
は

道
内
に
な
い
の
か
。

　
全
額
助
成
は
な
い
。

　
道
と
町
の
助
成
、
両
方
貰
う

こ
と
は
出
来
な
い
の
か
。

　
北
海
道
は
、
制
度
が
あ
る
自

治
体
に
対
し
て
助
成
す
る
。

質答質答質答

▽ 

不
妊
治
療
費
助
成
制
度
に
つ

い
て

対
象
者

・
既
婚
者

・
夫
婦
と
も
に
幌
延
町
に
居
住

・
前
年
所
得
の
合
計
７
百
30
万

円
未
満

・
男
性
不
妊
治
療
は
、
北
海
道

特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
の

決
定
を
受
け
た
者

助
成
内
容

・
特
定
不
妊
治
療
費

・
男
性
不
妊
特
定
不
妊
治
療
費

・
一
般
不
妊
治
療
費

・
不
育
症
治
療
費

　
保
険
適
用
と
な
る
一
般
不
妊

治
療
費
の
助
成
と
は
何
か
。

　
保
険
適
用
さ
れ
た
分
を
除
い

た
自
己
負
担
分
を
助
成
。

　
北
海
道
の
助
成
制
度
と
幌
延

町
の
助
成
制
度
を
併
用
で
き
る

の
か
。

　
北
海
道
の
助
成
制
度
を
活
用

し
て
も
自
己
負
担
分
が
出
れ
ば
、

そ
の
部
分
を
幌
延
町
の
上
限
額

ま
で
助
成
す
る
。

　
年
齢
に
応
じ
た
回
数
制
限
が

あ
る
の
は
な
ぜ
か
。

　
母
体
へ
の
負
担
、
出
産
確
率

等
を
考
慮
し
て
い
る
。

質答質答質答

▽ 

地
圏
環
境
研
究
所
支
援
施
策

に
つ
い
て

　
地
圏
研
究
棟
の
所
有
者
を
、

幌
延
建
設
業
協
同
組
合
か
ら
幌

延
町
と
し
た
い
と
の
説
明
が
あ

っ
た
。

効　
果

・
賃
貸
料
の
圧
縮
分
で
研
究
員

と
研
究
費
を
確
保

・
資
産
の
有
効
活
用

・
世
帯
用
住
宅
の
確
保

課　
題

・
譲
渡
時
期

・
地
圏
補
助
金
終
了
後
の
措
置

・
こ
れ
ら
に
備
え
た
基
金
の
設

置
と
維
持

　
取
得
し
た
場
合
、
住
宅
は
ア

パ
ー
ト
に
す
る
の
か
、
公
営
住

宅
か
。

　
用
途
は
今
後
、
所
有
者
の
方

向
性
が
決
ま
っ
た
時
点
で
検
討

質答

Ｈ28年1月の地圏視察風景
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ほろのべ議会だより 第95号　⑥

12
月
６
日

第
13
回  

ま
ち
づ
く
り
常
任
委
員
会
報
告

し
て
い
く
。

　
譲
渡
時
期
は
い
つ
頃
か
。

　
今
回
、
常
任
委
員
に
方
向
性

に
つ
い
て
ご
理
解
い
た
だ
け
ば
、

新
年
度
に
向
け
て
手
続
き
を
進

め
た
い
。

　
町
も
建
物
等
の
評
価
価
格
を

調
べ
て
、
建
設
業
協
同
組
合
の

出
し
た
資
料
と
比
較
す
べ
き
。

　
第
三
者
評
価
に
よ
り
資
産
価

値
を
提
出
し
て
も
ら
い
、
適
正

価
格
を
出
す
。

　
今
後
、
議
会
は
ど
こ
ま
で
タ

ッ
チ
す
る
の
か
。

　
取
得
価
格
を
説
明
で
き
る
手

続
き
を
と
り
、
予
算
議
決
後
、

売
買
契
約
を
取
り
交
わ
す
ま
で
、

相
談
し
て
い
く
。

⑸ 

幌
延
町
生
乳
生
産
拡
大
事
業

に
つ
い
て

　
地
域
農
業
生
産
力
の
維
持
、

向
上
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
町
単
独
事
業
と
し
て
実
施
。

　
内
容
は
、
初
妊
牛
１
頭
に
つ

き
、
購
入
価
格
か
ら
４0
万
円
を

控
除
し
た
額
で
、
２0
万
円
を
上

限
と
し
、
１
経
営
体
あ
た
り
１0

頭
を
上
限
と
し
た
い
。
補
助
条

件
は
、
搾
乳
牛
の
増
頭
を
絶
対

条
件
と
し
、
初
妊
牛
購
入
後
５

年
間
営
農
を
継
続
す
る
こ
と
等

を
考
え
て
い
る
。

質答質答質答

○
調
査
事
項

▽ 

冬
の
生
活
支
援
事
業
に
つ
い

て
　
平
成
２４
年
度
か
ら
実
施
し
て

い
る
本
事
業
に
つ
い
て
、
本
年

度
が
最
終
年
と
な
る
こ
と
か
ら
、

継
続
等
の
要
否
に
つ
い
て
検
討

を
し
た
。

　
来
年
度
以
降
の
案
と
し
て
は
、

事
業
期
間
を
定
め
ず
、
灯
油
価

格
が
高
騰
し
た
年
度
の
み
実
施

す
る
。
高
騰
の
判
断
基
準
は
、

店
頭
表
示
価
格
が
１
ℓ
当
た
り

80
円
以
上
と
し
、
毎
年
１
月
１

日
を
基
準
日
と
す
る
。

　
助
成
金
額
は
、
現
行
の
１
世

帯
１
万
円
を
１
世
帯
１
百
５0
ℓ

分
の
額
に
改
正
す
る
。

▽ 

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援

総
合
事
業(

新
総
合
事
業)

に

つ
い
て

　
新
総
合
事
業
は
、
市
町
村
が

中
心
と
な
り
地
域
の
実
情
に
応

じ
て
、
要
支
援
者
に
対
す
る
効

果
的
か
つ
効
率
的
な
支
援
等
を

可
能
と
す
る
こ
と
を
目
指
す
も

の
で
、
平
成
２９
年
４
月
１
日
ま

で
に
全
て
の
市
町
村
に
お
い
て

実
施
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て

い
る
。

　
幌
延
町
社
会
福
祉
協
議
会
及

び
幌
延
福
祉
会
と
協
議
し
た
結

果
、
そ
れ
ぞ
れ
実
施
可
能
な
サ

ー
ビ
ス
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

▽ 

幌
延
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
に
つ
い
て

移
住
定
住
住
宅
の
整
備

　
問
寒
別
に
１
棟
２
戸
を
整
備

し
た
が
、
拡
大
を
目
指
し
、
地

方
創
生
拠
点
整
備
交
付
金
を
活

用
し
て
整
備
を
図
る
。
整
備
事

業
の
概
要
は
、
１0
戸
程
度
（
幌

延
地
区
６
戸
、
問
寒
別
地
区
４

戸
）
を
検
討
し
て
お
り
、
短
期

か
ら
中
長
期
の
滞
在
に
対
応
し

た
お
試
し
暮
ら
し
が
で
き
る
よ

う
な
住
宅
を
考
え
て
い
る
。

北
大
天
塩
研
究
林
と
の
包
括
連

携
協
定

　
北
海
道
経
済
産
業
局
で
実
施

し
て
い
る
百
％
北
海
道
産
ワ
イ

ン
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
が
あ
る
。

本
町
は
天
塩
研
究
林
協
力
の
も

と
、
ワ
イ
ン
樽
の
原
材
料
で
あ

る
ミ
ズ
ナ
ラ
材
の
提
供
に
つ
い

て
提
案
し
て
い
る
。
こ
の
計
画

を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、
ま
た
、

こ
の
事
業
の
み
な
ら
ず
、
産
業

振
興
・
地
域
振
興
を
継
続
的
に

図
る
た
め
に
、
包
括
連
携
協
定

を
締
結
し
、
幌
延
町
産
ワ
イ
ン

樽
の
製
造
試
験
を
本
町
が
主
体

的
に
進
め
る
こ
と
と
し
た
い
。

▽ 

学
校
施
設
等
に
係
る
ア
ス
ベ

ス
ト
対
策
に
つ
い
て

　
平
成
２６
年
６
月
に
規
則
改
正

と
な
り
、
煙
突
も
規
制
の
対
象

と
な
っ
た
。
調
査
の
結
果
、
幌

延
小
学
校
と
給
食
セ
ン
タ
ー
の

煙
突
か
ら
ア
ス
ベ
ス
ト
が
検
出

さ
れ
て
お
り
、
９
月
に
道
教
委

に
報
告
し
て
い
る
。
１0
月
２8
日

に
保
護
者
宛
に
対
応
状
況
の
お

知
ら
せ
を
配
付
し
、
併
せ
て
広

報
１２
月
号
で
町
民
の
皆
様
へ
周

知
し
た
。

　
幌
延
小
学
校
体
育
館
の
暖
房

用
ボ
イ
ラ
ー
を
使
用
す
る
と
飛

散
の
可
能
性
が
あ
り
、
使
用
を

中
止
し
て
い
る
。
現
在
は
代
替

の
温
風
ジ
ェ
ッ
ト
ヒ
ー
タ
ー
で

対
応
し
て
い
る
。
給
食
セ
ン
タ

ー
に
つ
い
て
は
、
オ
ー
ル
電
化

に
伴
い
ボ
イ
ラ
ー
は
撤
去
し
て

お
り
、
煙
突
は
使
用
し
て
い
な

い
こ
と
か
ら
飛
散
の
可
能
性
は

な
い
と
報
告
を
受
け
て
い
る
。

　
今
後
は
、
早
い
段
階
で
除
去

及
び
改
修
を
お
こ
な
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

議 会 の 動 き
11月4日▶第11回まちづくり常任委員会
11月4日▶第６回情報推進常任委員会
11月4日▶第８回全員協議会
11月７日〜9日▶原子力機構報告会（副議長・東京都）
11月７日〜 10日▶�全国議長大会及び原子力機構報告

会（議長・東京都）
11月10日▶第18回議会報編集委員会
11月22日▶第12回まちづくり常任委員会
11月24日▶北留萌消防組合議会（鷲見議員・羽幌町）
11月30日▶西天北五町議長連絡協議会（議長・豊富町）
12月３日▶�伊達忠一参議院議長就任を祝う会（議長・

札幌市）
12月６日▶第4回議会運営委員会
12月６日▶第13回まちづくり常任委員会
12月６日▶第9回全員協議会
12月16日▶第７回幌延町議会定例会
12月20日▶留萌北部家畜診療所竣工式（議長・天塩町）
1月６日▶第19回議会報編集委員会
1月13日▶第20回議会報編集委員会
1月16日〜 17日▶�宗谷管内町村議会議長会定期総会

（議長・稚内市）
1月19日▶第21回議会報編集委員会
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確定申告は2月16日（木）から3月15日（水）までです

平成2９年度分　住民税申告相談会のご案内
◆申告相談会の日程及び場所

月　日 曜　日 時　間 対象地区 会　　場
2月16日 木曜日  8：30 〜 17：00

幌延地区全域 幌延町役場
2階 大会議室

2月17日 金曜日  8：30 〜 17：00
2月20日 月曜日  8：30 〜 17：00
2月21日 火曜日  8：30 〜 17：00
2月22日 水曜日 10：00 〜 16：00

問寒別地区全域 問寒別生涯学習センター
研修室１（洋室）2月23日 木曜日  9：00 〜 15：00

　※ 当日都合の悪い方は、別の相談会場または上記相談日以外の日に、住民生活課税務保険グループ窓口までお越しください。

◆主な確定申告を必要とする方
　１　事業所得、不動産所得や譲渡所得などがある方
　２　年末調整された給与所得以外の給与収入金額と各種の所得（退職所得を除く）の合計額が20万円を超える方
　　　　※ 　公的年金等の収入金額が４00万円以下で、他に20万円を超える所得がない方は、所得税の確定申告は不

要ですが、住民税の申告は必要となる場合があります。

◆�確定申告することによって、源泉徴収税が還付（還付申告）される方については、既に役場で受付してい
ます。

　例） 平成28年中に支払った医療費の自己負担額（通院費も含む）が10万円（総所得金額等が200万円未満の方は所
得の5％）を超える方

　　　※事前に人毎・病院毎に集計されているとスムーズに申告手続を済ませることができます。
　　　※保険等で補てんされた金額がある場合は、補てんされた額をご確認の上、お越しください。
　例） 住宅ローンを利用して住宅を新築された方や中古住宅を購入された方または増改築をされた方で一定の要件に

該当し、住宅借入金等特別控除を受ける方

◆申告相談にお越しの際には、次の物を持参してください。
　１　 「納税者のマイナンバーカード（個人番号カード）の写し」または「納税者の通知カードの写し及び運転免許

証などの写真付身分証明書の写し」
　２　扶養親族・事業専従者のマイナンバー
　３　印鑑
　４　平成28年中の収入を明らかにするもの（源泉徴収票など）
　5　生命保険料及び地震保険料等の支払証明
　６　医療費等の領収書
　７　障害者控除を受ける方は障害者手帳
　８　国民年金支払証明書
　９　国民健康保険税、介護保険料及び後期高齢者医療保険料の領収書など
　10　申告者本人名義の口座番号がわかるもの（還付金が発生した場合に必要です）

稚内税務署からのお知らせ
　平成28年分の所得税及び復興特別所得税の確定申告の相談及び申告書の受付は、平成29年2月16日（木）
から同年3月15日（水）までです。還付申告については、平成29年２月15日（水）以前でも行えます。
（税務署の閉庁日（土・日曜・祝日等）は、相談及び申告書の受付を行っておりません）
　また、申告書はe-Tax（国税電子申告・納税システム）による送信、郵便や信書便による送付又は税務署
の時間外収受箱への投函により提出することができます。

―　税に関する情報は国税庁ホームページへ　www.nta.go.jp　―

問合せ先：住民生活課税務保険グループ　電話：５－１１１５　　告知端末機：５－８８１２
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平成2９年度　幌延町奨学生募集について

問合せ先：教育委員会�総務学校グループ　電話：５－１１１７　告知端末機：５－８８１７

　幌延町教育委員会では、平成29年度に公立高校・専修学校の専門課程（専門学校）及び短大・大学（大学院）へ
進学される方を対象に奨学生を募集します。
　奨学資金の貸付を希望される方は、通学校の学校長と相談の上、教育委員会へお申し込みください。
☆募集期間　　平成29年2月１日〜平成29年3月３1日
　　　　　　　※ 上記募集期間外であっても追加で受け付けておりますので、総務学校グループまでご相談くださ

い。
☆貸 付 額　　月額５万円以内
☆貸付資格　 　申請日現在において幌延町民若しくは、幌延町民の子弟であり、幌延町立の中学校より進学する予

定または進学した生徒であること。
☆償還方法　 　奨学資金は、貸付期間終了の日の属する月の翌月から起算して１年を経過した後２0年以内において

町長の定めるところにより償還するものとする。
　　　　　　　※ 所定の学校又は教育機関を卒業後、３年以内に幌延町内へ移住して住民票を有し続け、かつ、町

内の各種の業務に従事している期間が、貸付期間の２倍（１0年を限度とする。）を超えることとな
ったときは、貸付金の２分の１を免除することができる。ただし、勤務先が町外であっても同様
の扱いとする。

☆提出書類　　１．奨学資金貸付申請書　　　２．学校長の推薦書、又は成績証明書　　　３．身上申告書
　　　　　　　４．申請者の住民票抄本　　　５．健康診断書
　　　　　　　　※１〜３の用紙については、総務学校グループに備えてあります。

　平成２8年４月から定期接種となった「日本脳炎」
　対象となる方全員に、予診票とスケジュールの案内を送付しています。紛失された方や不明
点がある方は、ご連絡ください。
＜対象年齢・接種スケジュール＞
○標準的には、３歳で２回、４歳で１回、９歳で１回の計４回を接種します。
○ 全国的に積極的勧奨を控えていた時期があることから、平成１９年４月１日以前に生まれた方

は、２0歳の誕生日を迎えるまで無料で接種できる特例制度があります。接種回数は４回で、接種完了まで７ヶ月
程度の期間が必要です。詳細は、送付している案内または町ホームページをご覧ください。

＜幌延町での接種状況＞　平成28年４月から12月末現在

接種者数（１回目を接種した人数） 対象者数
（３歳〜 ２0歳までの接種可能人数） 接種率

１１0人 3２６人 33.7％

※進学等のため町立診療所での接種が難しい場合、償還払いが可能ですので、事前にご相談ください。

　幌延町では、１歳から中学３年生まで無料で接種することができます。年長児や思春期以降の感染は、難聴や脳炎、
精巣炎等の合併症が起こる頻度が高くなります。保育園や学校等の集団生活開始前に、接種することが望ましいと
されていますので、ご検討ください。
　※任意接種のため、予診票は送付していません。
　 　接種当日、診療所にて記入していただきます。（事前に必要な方は、町ホームページよりダウンロードすること

も可能です。
　予防接種は、予防接種の有効性や安全性、副反応等について理解し、保護者が同意した場合に限り行われます。
不安を感じた際等は、お気軽に保健センターにご相談ください。

○日  本  脳  炎（定期接種）

○おたふくかぜ（任意接種）

予防接種、受け忘れていませんか？

問合せ先：保健センター　　電話・告知端末機：５－１７9０
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問合せ先：地域包括支援センター　　電話・告知端末機：５－１７9０

　定期的に広報誌でお知らせしている「認知症」についてですが、今月号では「認知症」と生理的老化の「も
の忘れ」の違いを紹介します。
　認知症の初期症状としてよく
見られるのが「もの忘れ」です
が、人間誰しも年をとると、も
の忘れをしやすくなるのも事実
です。
　身近な家族や周囲の人たちが、
普段の生活の中で変化に気づい
て早めに専門医の診察を受ける
ことで、本格的な認知症への進
行を食い止めることも可能にな
ります。周囲の正しい理解があ
ることで、混乱を最小限にしな
がら生活することが期待できま
す。
　気になることがありましたら、
地域包括支援センター（保健セ
ンター内　電話：５-１7９0）に
ご相談ください。
　以下は認知症を介護している
家族の会が作成した初期症状の
目安です。

●もの忘れがひどい
　□１ 今切ったばかりなのに、
　　　 電話の相手の名前を忘れる
　□２ 同じことを何度も言う・問う・する
　□３ しまい忘れ置忘れが増え、
　　　 いつも探し物をしている
　□４ 財布・通帳・衣類などを盗まれたと
　　　 人を疑う
●判断・理解力が衰える
　□５ 料理・片付け・計算・運転などの
　　　 ミスが多くなった
　□６ 新しいことが覚えられない
　□７ 話のつじつまが合わない
　□８ テレビ番組の内容が理解できなくなった
●時間・場所がわからない
　□９ 約束の日時や場所を間違えるようになった
　□１０ 慣れた道でも迷うことがある

家族が作った「認知症」早期発見のめやす

地域包括支援センターからのお知らせ

●人柄が変わる
　□１１ 些細なことで怒りっぽくなった
　□１２ 周りへの気づかいがなくなり頑固になった
　□１３ 自分の失敗を人のせいにする
　□１４ 「このごろ様子がおかしい」と
　　　 周囲から言われた
●不安感が強い
　□１５ ひとりになると怖がったり
　　　 寂しがったりする
　□１６ 外出時、持ち物を何度も確かめる
　□１７ 「頭が変になった」と本人が訴える
●意欲がなくなる
　□１８ 下着を替えず、身だしなみを構わなくなった
　□１９ 趣味や好きなテレビ番組に
　　　 興味を示さなくなった
　□２０ ふさぎ込んで何をするのも
　　　 億劫がりいやがる

認知症の「もの忘れ」 生理的老化による「もの忘れ」

体験のすべてを
忘れてしまう
体験したこと自体を
忘れてしまいます。

もの忘れをしたこと
を自覚できない
忘れていること自体
を気づかなくなりま
す。

日時、人、場所など
がわからなくなる
月日や家族、自宅の
場所などがわからな
くなります。

性格が変わる
頑固や怒りっぽさな
どが目立つようにな
ります。

日常生活に
支障がある
ふだん生活するうえ
で、さまざまな支障
が起きます。

体験の一部分を
忘れる
食事の内容などを忘
れることがあります。

もの忘れをした
自覚がある
自分が忘れっぽいこ
とをわかっています。

日は多少間違えても、月は
間違えない。人物、場所な
どは覚えている
家族や自宅の場所を忘
れることはありません。

性格に大きな
変化はない
態度や人格面は変わ
りません。

日常生活に
支障はない
問題なく日常生活を
送ることができます。
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　農業委員会等に関する法律が改正され、 農業委員の選出方法が【公選制】から、 推薦・募集を行い、
町議会の同意を得て町長が任命する【任命制】へ移行になりました。

　町では、 農業委員会の主たる使命である農地利用の最適化（担い手への集積・集約化、 耕作放棄地の発
生防止・解消、 新規参入の促進）を行う農業委員の候補者を、 次のとおり募集します。

　●推薦及び応募方法について　　　（１）町内の地区・全域からの推薦
　　　　　　　　　　　　　　　　　（２）農業に関係する団体等からの推薦
　　　　　　　　　　　　　　　　　（３）一般募集

　●募集人数について　　　　　　定数　９　人

　●推薦及び応募資格について
　　 　農業に関する識見を有し、 農地等の利用の最適化の推進に関する事項その他の農業委員会の所掌に

属する事項に関しその職務を適切に行うことができる者で、 農業委員選任予定日において、 次の各号
のいずれにも該当する者とします。

　　　（１）幌延町に住所を有する者を基本に、 町外に住所を有する者も妨げない。
　　　（２）幌延町の執行機関の委員でない者
　　　（３）幌延町職員及び行政委員会の職員でない者

　●推薦及び応募受付期間
　　　平成29年2月１日（水）〜平成29年2月28日（火）　平日の８時３０分〜1７時００分
　●推薦及び応募手続きについて
　　（１） 地区からの推薦にあたっては、 推薦用紙に農業者等３名以上が連名し、 当該農業者の代表者が

直接持参又は郵送（消印有効）により提出してください。
　　　　　 　また、 団体等からの推薦にあたっては、 推薦用紙に当該団体の代表者の署名をもって、 直

接持参又は郵送（消印有効）により提出してください。
　　（２） 応募する者は、 応募用紙に必要事項を記載の上、 直接持参又は郵送（消印有効）により提出し

てください。
　　　　　　　※ 【推薦用紙】・【応募用紙】は、 幌延町ホームページからダウンロードができるほか、

以下の窓口にも備え付けています。
　　　　　　　・農業委員会事務局（庁舎２階）
　　　　　　　・問寒別出張所　等

　●推薦及び応募を受けた者等の公表
　　 　推薦を受けた者又は募集に応じた者については、 法律により、 情報公開を義務づけられていますの

で、 応募期間中及び期間終了後遅滞なく、 氏名、 年齢、 職業等を幌延町ホームページにて公表しま
す。

　●その他
　　 　推薦又は応募による候補者については、 幌延町農業委員候補者評価委員会で評価し、 議会の同意を

得た上で、 幌延町農業委員として任命します。任期は、 平成２９年７月２0日から３年間となります。
　　　詳細につきましては、 幌延町ホームページをご参照ください。

　なお、 法律により農業委員の構成については、 利害関係のない者を１人以上及び認定農業者が過半
数であることが条件となっています。

農業委員会の制度改正により　農業委員候補者を募集します

問合せ先（提出先）：農業委員会事務局　電話：５-１１１３（内線２２１）　ＦＡＸ：５-２9７１
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第
７
回

幌
延
町
議
会

（
定
例
会
）

　環境負荷の少ない電気自動車の導入を促進します。
　電気自動車もしくは電気自動車用充電設備を購入する町民の方に対し、その購入費用の一部を補
助します。
◆補助対象
　①個人　　②幌延町内に住所を有する者　　③町税等を滞納していない者
　④暴力団員でない者
◆補助金額（国補助金との併用可）
　①電気自動車（幌延町が課税する軽自動車税の対象となる車両に限る）
　　補助基準額の１/ 6（千円未満切り捨て）
　②住宅へ電気自動車から電力を供給できる機能を持つ充電設備
　　補助基準額の１/ ３（千円未満切り捨て）
　※補助基準額：本体購入価格と公共的団体が公示する価格のいずれか低い額
　例）三菱 i-MiEV(１５モデルＭ)
　　２,0９４千円（税抜車両本体価格）⇒ 町補助金3４９千円【１/ 6補助】
　　国補助金１１５千円〜実負担額1,630千円（諸費用・消費税等別途）
　例）三菱電機 住宅給電設備付き（V２H）充電器
　　１,000千円（税抜本体価格）⇒町補助金333千円【１/ ３補助】
　　国補助金５00千円〜実負担額167千円（諸費用・消費税等別途）
◆平成２8年度申請期限　平成2９年２月28日（火）まで
◆�詳細については、町のホームページをご覧いただくか産業振興課企画振興グループへお問い合わせ
ください。

幌延町電気自動車等導入促進補助制度について
〜購入をご検討されている方は、お早めに！〜

問合せ先：産業振興課企画振興グループ　電話：５-１１１３（内線２3２・２33・２34・２3５）�告知端末機：５-８８１4

　
第
７
回
幌
延
町
議
会
（
定
例

会
）
は
１２
月
１６
日
に
開
会
さ
れ
、

報
告
１
件
、
議
案
１２
件
な
ど
を

原
案
ど
お
り
可
決
し
、
１２
月
１６

日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　
議
決
さ
れ
た
案
件
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

▽
報
告
第
１
号

　
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

（
工
事
請
負
契
約
の
変
更
）

　
平
成
２8
年
度
施
行
旧
問
寒
別

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
解
体
工
事

請
負
契
約
の
契
約
金
額
変
更
に

つ
い
て
、
専
決
処
分
し
た
の
で

報
告
し
ま
し
た
。

▽
議
案
第
１
号

　
幌
延
町
税
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
　
地
方
税
法
等
及
び
所
得
税
法

等
の
一
部
改
正
に
伴
う
改
正
で

す
。

▽
議
案
第
2
号

　
幌
延
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　
所
得
税
法
等
の
一
部
改
正
に

伴
う
改
正
で
す
。

▽
議
案
第
3
号

　
町
長
等
の
給
与
に
関
す
る
条

例
及
び
幌
延
町
議
会
議
員
の
報

酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

　
人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
、
期

末
手
当
の
支
給
月
数
を
引
き
上

げ
る
改
正
で
す
。

▽
議
案
第
４
号

　
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

　
人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
、
町

職
員
の
給
与
の
引
き
上
げ
、
期

末
勤
勉
手
当
の
支
給
月
数
の
引

き
上
げ
、
扶
養
手
当
に
お
け
る

配
偶
者
の
手
当
の
減
額
及
び
子

の
手
当
の
増
額
な
ど
の
改
正
で

す
。

▽
議
案
第
5
号

　
教
育
長
の
勤
務
時
間
、
休
暇

等
及
び
職
務
専
念
義
務
の
特
例

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
新
制
度
に
よ
る
教
育
長
が
任

命
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
改
正
で

す
。
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▽
議
案
第
6
号

　
幌
延
町
農
業
委
員
会
委
員
定

数
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法

律
の
一
部
改
正
に
伴
う
改
正
で

す
。

▽
議
案
第
7
号

　
平
成
28
年
度
幌
延
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　
補
正
の
主
な
も
の
と
し
て
、

歳
入
で
は
、
普
通
交
付
税
１
億

４
千
７
９
５
万
９
千
円
増
、
農

林
水
産
業
費
道
補
助
金
２
千
４

０
０
万
円
増
、
歳
出
で
は
、
幌

延
地
区
団
体
営
農
業
基
盤
整
備

促
進
事
業
２
千
５
０
０
万
円
増
、

幌
延
小
学
校
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策

事
業
２
千
１
３
２
万
円
増
な
ど

で
す
。

▽
議
案
第
８
号

　
平
成
28
年
度
幌
延
町
立
診
療

所
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
3

号
）

　
補
正
の
内
容
は
、
診
療
所
管

理
費
１
千
１
４
９
万
３
千
円
減

な
ど
で
す
。

▽
議
案
第
９
号

　
平
成
28
年
度
幌
延
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
2
号
）

　
補
正
の
内
容
は
、
特
定
健
康

診
査
等
事
業
費
１
０
９
万
２
千

円
減
、
償
還
金
２
４
１
万
９
千

円
増
な
ど
で
す
。

▽
議
案
第
1０
号

　
平
成
28
年
度
幌
延
町
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
2

号
）

　
補
正
の
内
容
は
、
介
護
予
防

支
援
事
業
人
件
費
１3
万
９
千
円

増
な
ど
で
す
。

▽
議
案
第
11
号

　
平
成
28
年
度
幌
延
町
簡
易
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
2
号
）

　
補
正
の
内
容
は
、
水
道
整
備

費
87
万
３
千
円
減
な
ど
で
す
。

▽
議
案
第
12
号

　
平
成
28
年
度
幌
延
町
下
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

2
号
）

　
補
正
の
内
容
は
、
汚
水
桝
設

置
工
事
費
２
０
７
万
４
千
円
減

な
ど
で
す
。

▽
発
議
第
１
号

　
幌
延
町
議
会
議
員
の
報
酬
及

び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

　
議
員
提
案
に
よ
る
議
員
報
酬

の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
は
、
特

別
委
員
会
を
設
置
し
て
付
託
し
、

継
続
審
査
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

富
樫�

直
敏�

議
員

○
サ
ル
モ
ネ
ラ
症
対
策
に
つ
い

て○
生
乳
生
産
拡
大
事
業
に
つ
い

て鷲
見　

�

悟�

議
員

○
原
発
施
設
の
固
定
資
産
税
に

つ
い
て

○
就
学
援
助
制
度
に
つ
い
て

○
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て

無
量
谷�

隆�

議
員

○
上
幌
延
地
区
町
営
牧
草
地
の

利
活
用
に
つ
い
て

○
水
害
対
策
に
つ
い
て

○
Ｌ
Ｅ
Ｄ
家
庭
用
電
灯
事
業
に

つ
い
て

斎
賀�

弘
孝�

議
員

○
初
任
牛
の
補
助
に
つ
い
て

○
冬
の
道
路
除
雪
に
つ
い
て

・
平
成
２8
年
秋
の
叙
勲
に
お
け

る
受
章
に
つ
い
て

・
衆
議
院
小
選
挙
区
選
出
議
員

の
選
挙
区
改
定
の
要
請
に
つ
い

て・
Ｊ
Ｒ
北
海
道
が
行
う
事
業
範

囲
の
見
直
し
に
対
す
る
町
の
方

針
に
つ
い
て

・
学
校
教
育
及
び
社
会
教
育

の
概
要
に
つ
い
て

一 

般 

質 

問

行 
政 

報 

告

教
育
行
政
報
告

平成２8年度補正予算額
会　　　　計 補�正�前 補�正�額 補�正�後

一 般 会 計 48億3,370万６千円 7,116万4千円 49億487万0千円

幌延町立診療所
特 別 会 計 ３億3,023万9千円 ▲1,105万６千円 ３億1,918万３千円

国 民 健 康 保 険
特 別 会 計 ２億8,256万1千円 1,543万５千円 ２億9,799万６千円

介護保険特別会計 ２億4,607万７千円 30万9千円 ２億4,638万６千円

簡 易 水 道 事 業
特 別 会 計 1億193万５千円 ▲91万６千円 1億101万9千円

下 水 道 事 業
特 別 会 計 1億4,313万1千円 ▲286万1千円 1億4,027万0千円



1 月 木
日5
日
日8

日
日

1月15 金
日

1月13
第４１回問寒別地区
新春少年少女カルタ大会
第４１回問寒別地区
新春少年少女カルタ大会

　新春少年少女カルタ大会が、問寒別町民会
館で開催されました。問寒別地区の小中学生

８名が参加し、時折上級生が下級生にアドバイス
するなどして、チームワークを発揮しながら熱戦
を繰り広げていました。

幌延町放牧酪農研修会幌延町放牧酪農研修会

　幌延町放牧酪農研修会を国際交流施設で開
催しました。研修会には、石田亨氏と山下雅

博氏をお招きし、お二人にはそれぞれ「放牧酪農
のための生産技術の講演」と「酪農経営の事例発
表」を行っていただきました。

月
日

 1月 9 日
日

1月 8
第３８回幌延町
子ども会新春かるた大会
第３８回幌延町
子ども会新春かるた大会

　幌延町子ども会育成連絡協議会主催の新春
かるた大会が役場和室で開催されました。町

内の小中学生６チーム18名が参加し、会場は、
読み手の声に集中し、真剣な面持ちで木札を追う
子どもたちの熱気であふれていました。

DE15形ラッセル撮影会　DE15形ラッセル撮影会　
　鉄道ファンに愛される「ＤＥ15
形ラッセル式除雪機関車」の撮影会が行わ

れ、町内の撮影ポイン
トなどを巡り、線路の
雪を豪快に跳ね上げる
ラッセル車の姿に参加
者一同大満足な撮影会
となりました。
一般参加16名のうち
12名が道外からの参加
で、幌延町や宗谷本線
を十分にＰＲすること
ができました。
（写真提供：涌島様）

金
日

1月6金
日

1月6

早朝クリスマスパーティー
in 糠南駅
早朝クリスマスパーティー
in 糠南駅

土
日

12月24

　２回目となった今冬は、前日の暴風雪の影
響で、航空機や列車が欠航・運休する中、全

国各地から35名ほどの愛好家が糠南駅に大集合
しました。
　当日、－20℃と猛烈な冷え込みの中、地元の
方からの指導を受けつつ除雪やかまくら作りで体
を温めたり、ご近所様のご好意の豚汁を食べた
り、ツリーの飾り付け、ケーキカットなどであっ
という間の３時間
を過ごし、一同、
大満足のイベント
となりました。
（写真提供：

杉戸様）

交通死亡事故０件
２０００日達成
交通死亡事故０件
２０００日達成

　幌延町では、交通死亡事故０件の記録が、
１月６日をもって２０００日を達成しまし

た。このたび、公益財団法人北海道交通安全推進
委員会から幌延町交通安全推進協議会へ表彰状と
楯が贈呈されました。
　なお、過去の記
録は２５９５日で
す。今後も、交通
安全の意識の高揚
を図るとともに、
交通安全推進運動
へのご協力をお願
いします。

新年交礼会新年交礼会
　今年も、町と商工会共催の新年交
礼会を国際交流施設で開催しました。町内の

各種団体や事業所、町内会などから約７９名が集
い、新年の挨拶などを交わしながら歓談していま
した。

木
日

1月5幌延町消防団出初式幌延町消防団出初式
　幌延町消防団の出初式が、５日に
幌延分団、８日に問寒別分団でそれ

ぞれ行われました。
　幌延分団では、堂々た
る梯子乗りが披露され、
大きな拍手が送られてい
ました。
　両分団とも、市街地の
パレード後、祝賀会を開
催し、永年勤続などの表
彰を行いました。

成人式成人式
　スーツや振り袖に身を包んだ新成
人９名が出席し、来賓などから祝福を受けま

した。
　新成人たちは、一人ずつ近況や将来の抱負など
を述べた後、
町長と議長か
らお祝いの杯
を受け、和や
かに成人を祝
いました。

金
日

12月16
平成２８年度
心象館音楽の夕べ　
平成２８年度
心象館音楽の夕べ　

　金田心象美術館で、幌延民謡愛好会による
町民コンサートと、バイオリン、ピアノ、チ

ェロのトリオ「ラ・コリーヌ」によるコンサート
が行われました。
　書作品が並ぶ空
間に唄声と楽器の
音が響き渡り、来
場者はうっとりし
た表情で聴き入っ
ていました。
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『2016． 12． 2．
問寒別駅から徒歩で来ました2度目の糠南駅♪
うぉ？ スーパー宗谷通過・・・
物置、 じゃなくて待合室がゆれる （笑）
今度は春に来ますね。
　　P.S.とりあえずの1年存続よかったぁ〜
　　　　　いつまでも残りますように・・・
　　　　　　ガンバレ　幌延町！     　　　 つなまよ
≪取材記者・鉄道大好き　Ｔ≫
　今回も、はるばる遠くから、何度も秘境駅を訪問いただいている
お客様から、秘境駅の存続活動という町の取組みにエールをいただ
き、ありがとうございます。
　元々は木造の待合室が建っていたようですが、雪の重みに耐えら
れずに朽ちてしまい、現在の姿に。ドアがスムーズに開閉できない
状態だったときに、その様子をたまたまテレビ放送でご覧になった
メーカー様が、ご厚意で修理してくださりました。
　隣の問寒別駅との間を行き来している方の姿を度々見かけます。
　いつまでも愛される駅であってほしいですね。

取材も多く、ファンが何度も訪れる程ダントツ人気の物置駅こと、糠
南駅

秘境駅：糠南駅 〜今月の駅ノート〜
今月の「駅ノート」は、旧国鉄時代の仮乗降場・糠南駅です。
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違反運転者講習（2時間）
　2月18日（土）15時30分から
　豊富町定住支援センター「ふらっときた」
一般運転者講習（1時間）
　2月18日（土）14時から
　豊富定住支援センター「ふらっときた」
優良運転者講習（30分）
　2月7日（火）13時から
　天塩町社会福祉会館
　2月15日（水）13時30分から
　遠別町生涯学習センター「マナピィ21」
　2月18日（土）13時から
　豊富町定住支援センター「ふらっときた」

◆落氷雪事故の発生が懸念されるような沿道建物等については、雪止め
を設置するようにしてください。

◆既に雪止めが設置されている場合であっても、針金等の錆、老朽化等
による破損が原因で落氷雪事故が発生することもあるため、必ず点検
し、破損等が発見された際は早急に修繕するようにしてください。

◆落氷雪事故は、気温がマイナス3℃からプラス3℃程度のときに発生
しやすいという特徴があるため、早めに除雪するとともに、除雪の際
には、歩行者や遊んでいる子ども等に十分注意するようにしてくださ
い。

◆落氷雪があった場合には、直ちに事故がないか確認するとともに、歩
行者の通行の支障にならないように排除してください。

◆交通事故及び交通障害防止のため、屋根からの落氷雪や敷地内の積雪
を道路に出さないようにしてください。

◆軒下を通行するときは、屋根からの落氷雪に十分注意するようにして
ください。

◆軒下や道路では、絶対に子どもを遊ばせないようにしてください。
◆ビルの壁、窓枠、突出看板等からの落氷雪は少量でも危険であるため、

早めに付着した氷雪の除去を行うようにしてください。また、落氷雪
の除去の際には、歩行者への十分な安全対策を行うようにしてくださ
い。

北海道開発局・北海道・北海道警察・幌延町

　北海道大学及び札幌医科大学では、各大学が保管している
アイヌ民族のご遺骨等のうち、身元が判明したご遺骨をお返
しする手続きを開始いたしました。
　本件に関し、お心当たりのご遺族の方は、各大学の担当窓
口までお問い合わせをお願いいたします。
　また、一体のご遺骨等について、複数のご遺族から返還の
お申し出がある場合も考えられますことから、一番初めにお
申し出いただいた方の手続きが行われてから、一年の間、他
の方からの返還のお申し出をお受けいたします。（現在公開
しておりますご遺骨等には、既に返還のお申し出をいただい
ているものがございます。）
　手続きや身元が判明したご遺骨等の情報など、詳しくは、
各大学のホームページをご確認いただくか、または各大学の
問い合わせ窓口までお問い合わせをお願いいたします。

問合せ先　北海道大学アイヌ遺骨返還室
電話：0120-622-277　

　　HP：�http://www.hokudai.ac.jp/news/2016/09/
post-411.html

　　　　　札幌医科大学事務局総務課　
電話：0120-361-115　

　　HP：�http://web.sapmed.ac.jp/jp/smu-ainu.html

　平成29年１月から、協会けんぽの各申請書・
届出書の下部にマイナンバー記載欄が追加され
ます。
　新様式の申請書は、協会けんぽホームページ
より印刷、または協会けんぽ北海道支部までお
電話でご依頼いただきますようお願い申し上げ
ます。なお、被保険者の方は保険証の記号・番
号を記入した場合、マイナンバーの記入は不要
になります。

問合せ先：協会けんぽ北海道支部
電話：011−７2６−0３52

屋根からの落氷雪事故防止などのお願い

アイヌ民族の遺骨の返還に関するお知らせ協会けんぽのマイナンバー（個人番号）
取扱いのお知らせ

運転免許更新時
講習のお知らせ
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　地域おこし協力隊では、昨年12月からトナカイ観光牧場が休みの日（主に月曜日）に、管理棟内レストラン横ス
ペースで臨時観光案内所を開設し、休みを知らずに訪れる人たちにトナカイ牧場や幌延のまちの案内とトナカイ角
細工の販売を始めました。冬休みの時期にはトナカイを目当てに訪れる個人・ツアーのお客様もいて、トナカイの
説明やそり引きをしています。多くは食事目的の人ですが、トイレだけでも利用していただき、観光牧場の認知度
を上げること、またトナカイ目的のお客様には失望感を与えないことが大切だと感じて、小さなことからお客様の
満足度をあげていくことに努めています。
　この冬、トナカイ観光牧場のトナカイたちはメディアの注目度が高く、テレビの収録・生放送、ウェブサイトの
キャンペーン映像収録に5回ほど登場しました。また、各地の観光施設での長期貸し出し、冬のイベント参加、認
定こども園のクリスマス会なども多数あり、クリスマス前には貸出用トナカイやそりが足りなくなるという事態も

発生しました。急きょそりを製作したり、展示用に使えるまでのトナカイにす
るための慣らしをしたりと、大忙しでした。
　トナカイと関わる時間が長くなってくると、トナカイ１頭ごとに性格が異な
ること、日々状態が変化する様子なども分かってきて、毎日新たな発見をする
ことができます。左の写真は、牧草ロールを食べるのに夢中になり「頭隠して
尻隠さず」になったトナカイ君です。これを見たときは思わず笑ってしまいま
した。 　地域おこし協力隊　丸田　

＜春が始まる立春＞

地域おこし協力隊通信 vol.15

▼町ホームページ：協力隊コーナー「Base�Town」／▼協力隊Facebook（URL：https://www.facebook.com/horo.okoshitai/)

　本来、節分は年に４回あるらしく、季節が分かれる節目のことを指し、立春だけでなく、立夏、立秋、立冬の前
の日も節分になるようです。現在では立春の前日のみを指すことが普通になったようで、節分の行事である豆まき
の元になったのは、中国から伝わった「鬼やらい」で、病気や災害の象徴である鬼を追い払う行事でした。豆をま
くのは、豆に宿った穀物の霊の力で鬼を追い払うことが出来ると昔の人が考えたからです。豆をまいたあとは、自
分の年齢と同じかひとつ多い数の豆を食べ、一年間の無病息災を祈ります。
　暦の上では春が始まる日を立春とされ、宗谷地方も少しずつ下表のとおり寒さはやわらぎますが、日平均気温は
ほとんどマイナスです。一枚多く着込んで寒さ対策を万全にしましょう。
平成２8年２月気温（℃）

地　点 日平均 日最高 日最低 地　点 日平均 日最高 日最低
稚 内 -４.7 -２.５ -7.２ 宗 谷 岬 -５.１ -２.９ -7.8
声 問 -６.0 -２.９ -１0.7 浜鬼志別 -６.６ -3.５ -１１.６
礼 文 -４.8 -２.５ -６.９ 浜 頓 別 -６.7 -3.４ -１１.６
本 泊 -４.９） -２.7） -7.7） 中 頓 別 -8.５ -3.１ -１６.５
沼 川 -7.3 -3.3 -１3.8 北見枝幸 -５.９ -２.９ -９.６
豊 富 -６.3 -3.3 -１１.４ 歌 登 -8.４ -3.3 -１５.8

　※ 本泊の「）」は統計を行う対象資料が許容範囲で欠けていますが、上位の統計を用いる際は一部の例外を除いて正常値（資料が欠
けていない）と同等に扱います（準正常値）。必要な資料数は、要素又は現象、統計方法により若干異なりますが、全体数の80
％を基準としてます。

平成２8年３月気温（℃）
地　点 日平均 日最高 日最低 地　点 日平均 日最高 日最低

稚 内 0.５ 3.２ -２.２ 宗 谷 岬 -0.２ ２.２ -２.９
声 問 -0.９ ２.7 -５.５ 浜鬼志別 -１.５ １.8 -５.8
礼 文 0.６ ２.8 -１.５ 浜 頓 別 -１.１ ２.8 -５.１
本 泊 0.５ 3.１ -２.7 中 頓 別 -２.２ 3.４ -９.２
沼 川 -１.7 ２.8 -7.7 北見枝幸 -0.６ 3.0 -４.４
豊 富 -１.２ ２.５ -６.3 歌 登 -２.６ 3.3 -９.7

問合せ先：稚内地方気象台（月〜金曜日）　　電話：0１6２-２3-２679



※上記の保険料は平成28年度の額です。

口座振替で毎月納付の場合
４月分 ５月分 ６月分

16,260円 16,260円 16,260円

翌月末引落し 翌月末引落し

口座振替【早割】にした場合（５月分からの例）
４月分 ５月分 ６月分

16,260円 16,210円 16,210円

２カ月分引落し 当月末引落し

50円割引 50円割引

ほろのべの窓　2017. ２月号▶　18

ね ん き ん 通信

国民年金保険料の納め忘れはありませんか？

問合せ先：稚内年金事務所　電話：0162-32-1941
　　　　　役場保健福祉課 戸籍福祉グループ　電話：5−1115（内線166）　告知端末機：5-8815

　「忙しくて・・・」「つい、うっかり・・・」といった理由でも保険料の納め忘れがあると、将来受け取る老齢基礎年
金額が減額されたり、受けられなくなったりします。また、万が一のときの障害基礎年金や遺族基礎年金が受けられなく
なる場合があります。
　そこで、国民年金保険料の納付は、便利で安心、確実な『口座振替』又は『クレジットカード納付』をお勧めします。

『前納割引制度』等を利用するとおトクです！
☆一番おトクな納付方法は・・・『口座振替２年前納』

　2年度分の保険料をまとめて納める制度で、毎月納付する場合に比べ、2年間で15,000円程度の割引になります。
（参考：平成28年４月における2年前納の割引額は15,690円です。）

☆毎月納付でも『口座振替【早割】』なら・・・
　納付期限より１カ月早く口座振替により納める制度で、毎月納付に比べ月々 50円（年間600円）の割引になります。

☆その他、６ヶ月前納や１年前納もあります。 （割引額は、平成２8年度、２9年度保険料による金額です。）　

平成28年度
振替方法別割引額

１ヶ月分 ６ヶ月分 １年度分 ２年度分
保険料額 割引額 保険料額 割引額 保険料額 割引額 保険料額 割引額

毎月納付（納付書による現金・
クレジット納付及び

翌月末振替の口座振替）
1６,2６0円 − 9７,5６0円 − 195,120円 − ３9３,000円 −

毎月振替【早割】
（当月末振替の口座振替） 1６,210円 50円 9７,2６0円 ３00円 19４,520円 ６00円 ３91,800円 1,200円

６ヶ月前納
（現金・クレジット納付） − − 9６,７７0円 ７90円 19３,5４0円 1,580円 ３89,8４0円 ３,1６0円

６ヶ月前納（口座振替） − − 9６,４50円 1,110円 192,900円 2,220円 ３88,5６0円 ４,４４0円
１年前納

（現金・クレジット納付） − − − − 191,６６0円 ３,４６0円 ３8６,080円 ６,920円

１年前納（口座振替） − − − − 191,0３0円 ４,090円 ３8４,820円 8,180円
２年前納（口座振替） − − − − − − ３７７,３10円 15,６90円

※　一部免除（一部納付）されている方は、口座振替の前納制度はご利用いただけません。

　平成２9年度分保険料の口座振替による前納（２年前納、１年前納、４月〜９月の６ヶ月前納、）の申し込み期限は平成
２9年２月２8日です。ご希望の方は早急に手続きを！
　平成２9年４月より、これまでの口座振替に加え、新たに現金・クレジットカード納付による２年前納が始まります。
　現金・クレジットカード納付による「２年前納」の割引額は、毎月納付する場合に比べ、２年間で１５,000円程度となる
予定です。
　口座振替・クレジットカードをご希望の方は、納付書、年金手帳、通帳、金融機関届出印、クレジットカードをご持参
のうえ、ご希望の金融機関または役場保健福祉課、年金事務所へお申し出ください。
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町民くらしのカレンダー 2月（Feb）
注：保セ＝保健センター／子セ＝子育て支援センター／東ス＝東ヶ丘スキー場
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告知端末機「知らせますケン」の
　視聴についてのお願い！
告知端末機「知らせますケン」の
　視聴についてのお願い！
告知端末機「知らせますケン」の
　視聴についてのお願い！

　告知端末機「知らせますケ
ン」では、通常の行政情報だ
けではなく、緊急の避難警報
など、皆さんにとって重要な
お知らせ放送をすることがあ
ります。
　電源は必ず入れて、１日１回
は視聴するようお願いします。

１
水

すくすく健診13:00〜（保セ） 15
水

つぼみひろば10:30〜11:30（子セ）

2
木

16
木

住民税申告相談会（幌延地区全域）8:30〜17:00
（役場2階大会議室）

3
金

17
金

住民税申告相談会（幌延地区全域）8:30〜17:00
（役場2階大会議室）

めばえひろば10:30〜11:30（子セ）

４
土

18
土

5
日

ふるさと自然体験チャレンジ教室「雪と遊ぼう」
10:00〜14:00（旧上山牧場）

19
日

町民スキー大会（東ヶ丘スキー場）

６
月

【心療内科・精神科診察日】 20
月

【心療内科・精神科診察日】
住民税申告相談会（幌延地区全域）8:30〜17:00

（役場2階大会議室）
福寿会健康相談13:30〜（老人福祉センター）

７
火

つぼみひろば10:30〜11:30（子セ） 21
火

住民税申告相談会（幌延地区全域）8:30〜17:00
（役場2階大会議室）

親子プログラム10:30〜11:30（こども園遊戯室）

８
水

22
水

住民税申告相談会（問寒別地区全域）10:00〜16:00
（問寒別生涯学習センター研修室１（洋室））

９
木

はつらつ教室9:30〜（保セ） 23
木

住民税申告相談会（問寒別地区全域）9:00〜15:00
（問寒別生涯学習センター研修室１（洋室））

わかばひろば10:30〜11:30（子セ）
はつらつ教室9:30〜（保セ）

10
金

【問寒別出張診療日】
めばえひろば10:30〜11:30（子セ）
2歳児健康相談10:00〜（保セ）

24
金

すきっぷくらぶ10:00〜11:00（こども園遊戯室）
書道教室（一般）18:30〜20:30（役場2階大会議室）

11
土

建国記念の日 25
土

ファミリークラス13:00〜（保セ）
書道研修（子ども）9:30〜11:30（役場３階和室）
書の研修・教室 作品展（金田心象書道美術館）３/５迄

12
日

26
日

町民歩くスキーの集い（豊幌林道）

13
月

27
月

14
火

わかばひろば10:30〜11:30（子セ）
ますます健康教室13:30〜（保セ） 

28
火

子育て講座10:30 〜 11:30（子セ）

12月
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●広報へのご意見、ご要望をお寄せください●
総務財政課総務グループ

　電話 5−1111 ／告知端末機 5−8811
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秘境駅の里「ほろのべ」

鉄道フォトコンテスト
スマホ・ケータイコース入選５作品のうちの１つは、東京都北区在住の谷口
正明様の作品「糠南駅直結ワンルーム」が選ばれました。

　糠南駅の待合所をワンル
ームに見立てて女性がポー
ズをとっている作品です。
糠南駅好きの鉄道愛好家に
とっては、そこに住んでみ
たいとも思うのでしょうか
…。
　遊び心満点で個性的な作
品です。

【スマホ・ケータイコース　入選】

≪糠南駅直結ワンルーム：谷口 正明 様≫

 男 　1,244（−３）
 女 　1,180（−１）
 計 　2,424（−４）

世帯数　1,273（−４）

（平成28年12月
末日現在）

※（　）内は前月比
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冬期火災予防運動
　北留萌消防組合では、全国各地で住宅火災により死傷
者が発生している現状から『冬期火災予防運動』を実施
します。住民一人一人に火災の恐ろしさを認識していた
だくとともに、出火の絶無と火災による死傷者の発生を
未然に防止するため防火に努めてください。

　実施期間　平成２９年２月１５日（水）〜２月２４日（金）
　統一標語

『消しましょう その火その時 その場所で』
※ 期間中、１人暮らしの高齢者宅（６５歳以上）を訪問し、防火査

察及び避難経路確保のための除雪を実施する予定です。

問合せ先：北留萌消防組合消防署幌延支署　電話：５-１１５9


